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接注入しました。そういうことを 1980 年にやった人がいます。 
 そういう技術を基にできてきた，外から遺伝子が導入されたマウスのことをトランスジ







































































































































































































































































































てもＥＳ細胞が必要なのです。それが 1981 年に作られたということです。 
 それから，マウスもヒトと同じように二万三千幾らかの遺伝子を持っているのですが，
どれでもいいから改変してしまったのでは実験の目的がはっきりしません。そこで狙った
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